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前回審査会（令和４年１月 31 日）における指摘事項及び事業者の見解 

（（仮称）新城・設楽風力発電事業計画段階環境配慮書） 

 

番号 指 摘 事 項 事 業 者 の 見 解 

事業計画 

１ 今回の風力発電事業の計画がイメージできないの

で、風力発電機を設置する予定の尾根が、事業実施想

定区域のどの範囲になるかを図で示していただき、そ

こに 20 基の風力発電機を配置していただきたい。（塚

田委員） 

現段階は開発可能性検討の段階であり、風力発電機の配置は決まって

おりません。別紙１で、事業想定実施区域内における各尾根線をお示し

しましたが、この尾根線周辺で風力発電機の配置を検討することを考え

ています。 

なお、風力発電機の配置は、今後の調査、設計を進め、工事計画の熟

度が高まった段階でお示しします。 

また、風力発電機設備への管理道路については、既存の林道を活用す

ることを基本とし、道路を新設する場合は、地形条件や法規制条件を満

足するとともに、環境への影響を可能な限り回避・低減するよう検討し

ていきます。 

 

 

２ 風力発電機をどのように配置するかは今後の検討で

あり、改変範囲は現段階では決まっていないというこ

とであるが、風力事業のイメージができるよう詳しく

説明していただきたい。（葉山委員） 

別紙２において、「風力発電所の環境影響評価の実施に係る事例集」（経

済産業省、平成 29 年）に記載されている風力発電事業における改変例を

お示しします。なお、改変が該当する工事内容は下記のとおりです。 

〇機材搬入路工事 

 風力発電機を輸送するために既設林道の一部拡幅や道路の新設を行い

ます。また、タワー、ブレード等の輸送時に支障となる場合には樹木を

伐採します。なお、搬入路の幅員については直線箇所で 5m 程度を想定し

ております。 

〇敷地造成工事 

 風力発電機を設置するための敷地を整備します。また、必要に応じて

樹木伐採、切土・盛土等の土地造成を行います。なお、タワー、ブレー

ド、クレーン等を置くスペースが必要となるため、風力発電機を設置す

るための敷地面積については１基あたり 2,500 ㎡～3,000 ㎡程度を想定

しております。 

 

資料３ 
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番号 指 摘 事 項 事 業 者 の 見 解 

景観 

３ 「既設風力発電施設等における環境影響実態把握

Ⅰ報告書」の風車景観に対する反応の評価指標として

「負の意味で風車を気にするようになる」、「風車に対

し圧迫感を覚え始める」等があるが、これらの評価指

標について、もう少し具体的に教えていただきたい。

（櫃田委員） 

「既設風力発電施設等における環境影響実態把握Ⅰ報告書」（国立研究

開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構、平成 30 年）では、別

紙３のとおり、「風車景観への反応」を解析するため、風力発電事業に直

接かかわらない第三者が、風車の垂直視野角を 7 段階（0.5、1、3、5、

7、10、15 度）に変化させたモンタージュ写真を見て、「気になり度」及

び「圧迫感」についてそれぞれ 5段階で評価した結果を用いています。 

「負の意味で風車を気にするようになる」については、「気になり度」

5段階評価（①気にならない、②あまり気にならない、③やや気になる、

④気になる、⑤非常に気になる）のうち、③④⑤を否定的な評価とみな

し、③④⑤を選択する 50 パーセントタイル値を影響の閾値として、約４

度と解析されています。 

同様に、「風車に対し圧迫感を覚え始める」については、「圧迫感」5段

階評価（①圧迫感はない、②あまり圧迫感はない、③やや圧迫感がある、

⑤非常に圧迫感がある）のうち、③④⑤を否定的な評価とみなし、③④

⑤を選択する 50 パーセントタイル値を影響の閾値として、約 8度と解析

されています。 

配慮書では、景観影響を評価する際の参考知見として、この実験結果

を掲載しています。 

 

その他 

４ 保安林が事業実施想定区域に重なっているが、保

安林の種類を図に示していただきたい。（塚田委

員） 

別紙４に保安林の種別および植生図をお示しします。植生図のとおり

現地は、スギ・ヒノキの植林が多く、大部分が十分な手入れの行き届い

ていない場所になっています。 

５ 今回の事業実施想定区域のエリアにおいて、保安

林など非常にクリティカルで切らずに残すべきエリ

ア、むしろ手入れを行う環境を整備した方がいいエ

リアを、区別して図示していただけるとありがた

い。（吉永委員） 

 







「既設風力発電施設等における環境影響実態把握Ⅰ報告書」における 

「風車景観への反応」に関する記述について 

 

「既設風力発電施設等における環境影響実態把握Ⅰ報告書」（国立研究開発法人 新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、平成 30 年）では、「風車景観への反応」を解析するため、

風力発電事業に直接かかわらない第三者が、風車の垂直視野角を 7 段階（0.5、1、3、5、7、

10、15 度）に変化させたモンタージュ写真を見て、「気になり度」及び「圧迫感」について

それぞれ 5 段階で評価した結果を用いています。 

 

これによれば、「負の意味で風車を気にするようになる」については、「気になり度」5 段

階評価（①気にならない、②あまり気にならない、③やや気になる、④気になる、⑤非常に

気になる）のうち、③④⑤を否定的な評価とみなし、被験者が③④⑤を選択する 50 パーセ

ントタイル値を影響の閾値（被験者の 50％が③④⑤を選択すると予測される値）として、

約４度と解析されています（図１）。 

 

同様に「風車に対し圧迫感を覚え始める」については、「圧迫感」5 段階評価（①圧迫感

はない、②あまり圧迫感はない、③やや圧迫感がある、⑤非常に圧迫感がある）のうち、③

④⑤を否定的な評価とみなし、被験者が③④⑤を選択する 50 パーセントタイル値を影響の

閾値（被験者の 50％が③④⑤を選択すると予測される値）として、約 8 度と解析されてい

ます（図２）。 

 

  

図 1 「気になり度」の解析状況      図 2 「圧迫感」の解析状況 

（出典：「既設風力発電施設等における環境影響実態把握Ⅰ報告書」（国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開

発機構、平成 30 年） 

別紙３ 






